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研究成果の概要（和文）：沖縄県北大東島に南大東島から亜種ダイトウコノハズクを再導入するために必要な生
態学的情報を多角的に収集した。再導入個体群の繁殖状況を評価するのに役立つ情報として、南大東島での繁殖
成績をモニタリングした。モニタリングした巣において繁殖する個体の形態・遺伝形質、出生地分散先が明らか
になった。異なる遺伝的形質を持った雌雄、体の大きさが似る雌雄がつがいを形成した。出生地分散先が特定で
きたメスの配偶相手のオスとメスの父親の鳴き声は似ていないことがわかった。樹林地、畑、並木、民家など
様々な環境を利用する個体がおり、行動圏面積には大きな個体差があった。森林性ではあるが生息環境には融通
性があることが分かった。

研究成果の概要（英文）：Ecological information required for the reintroduction of the subspecies 
Daito Scops Owls from Minami-daito Island to Kita- daito Island, Okinawa Prefecture, was collected 
from a variety of perspectives. Breeding success of the owls on Minami-daito Island was monitored to
 provide helpful information for assessing the breeding performance of the reintroduced population. 
Morphological and genetic traits and natal dispersal sites of breeding individuals in the monitored 
nests were clarified. Females and males with different genetic traits and similar body size mated. 
Male mating partners of female for whom natal dispersal sites could be identified and the hoots of 
female's father were found to be dissimilar. Individuals used a variety of habitats, including 
woodlands, fields, wind shelterbelts and residences, and there was significant individual variation 
in the size of their home ranges. Although forested, the habitat was found to be flexible.

研究分野：鳥類学
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勢
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研究成果の学術的意義や社会的意義
大きな陸地から遠く離れて位置する小面積の海洋島に生息する生物は常に絶滅の危機にさらされている。沖縄県
島尻郡の北大東島と南大東島に生息する生物はそのような状況にある。亜種ダイトウコノハズクの２つの個体群
のうち北大東島個体群は絶滅した。人為的な環境改変が絶滅を加速させたと推察される。絶滅に人為が関与した
ことから残された個体群は保全されることが望ましい。複数の個体群に分かれて生息していれば亜種としての絶
滅は回避できる可能性が高まる。リスク回避が北大東島への再導入の保全学的動機である。本研究の成果は絶滅
リスクの低下と再導入個体群を適切に管理するために必要な生態学的情報を得ることができたことである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
絶滅の危機に瀕する固有種を捕食者や競合種の生息しない島嶼やその他の地域に導入する研
究は、再導入生物学として確立された（Ewen et al. 2012, Reintroduction Biology）。ニュージーラ
ンドのシロツノミツスイの一連の研究は、保全生態学と進化生物学の双方の分野での成功例と
いえる（Brekke et al. 2015, Evol Appl; Richardson et al. 2017, Anim Conserv）。4個体までに減少した
固有種モーリシャスチョウゲンボウは、人工繁殖で個体数を増加させ、野外に 500個体の個体群
を再成立させた（Nicoll et al. 2003, J Anim Ecol）。しかし、広い行動圏や人的撹乱の弱さなどから
捕獲が難しく、野外で出生した個体の追跡が不完全となっている再導入個体群は多い（cf. Ewen 
et al. 2012）。 
生物の再導入は、絶滅危惧種の保護の目的に加え、進化生態学など、関連する学術領域におい
て、他では得ることができない極めて重要な成果をもたらす。すべての個体の遺伝的情報を確実
に把握できる可能性があるのが再導入個体群であり、進化生態学研究における強みである。しか
し、たとえ再導入個体群でも個体の追跡を確実にできる材料と調査地は極めて少ない。中大型種
は行動圏が広く捕獲が困難で、個体群全体を扱うことは難しい。小型種は個体数が増加すると全
個体を追跡することはできない。 
大東諸島は沖縄島から東に 360kmの太平洋上に位置する海洋島である。現在、南大東島には、
リュウキュウコノハズク Otus elegans の大東諸島における固有亜種ダイトウコノハズク O. e. 
interpositus（全長 20cm・体重 80g）が約 400 個体生息している（Takagi et al. 2007a, J Rap Res; 
Takagi et al. 2007b, Ornithol Sci）。南大東島から約 8kmの距離にある北大東島（面積 12km2 ）に
もかつては生息していたが（折居彪二郎研究会 2013, 折居彪二郎採集日誌）、1973年の記録が最
後となった（池原 1973, 大東島天然記念物特別調査報告）。2002 年から 18 年間にわたる調査で
も確認されず、絶滅したと考えられる。絶滅の原因は森林伐採等による繁殖環境の減少と推察さ
れている（姉崎 1973, 山階鳥学誌）。しかし、近年、北大東島の樹林地は、面積・質ともに回復
し（プレック 2014, 国指定大東諸島鳥獣保護区における保全事業検討調査業務報告書）、リュウ
キュウコノハズクの個体群を維持可能な環境は整っている。 
本研究の北大東島と亜種ダイトウコノハズクは、個体の完全な追跡が可能な稀有な組み合わせ
である。北大東島は面積 12km2と狭く、島全域をくまなく調査できる。本種の行動圏は 2ha程度
と狭く（Akatani et al. 2011）、捕獲が容易で、巣箱で繁殖し人的撹乱への耐性も高い（Sawada et al. 
2018）。本研究は、個体群のすべての個体の把握を目指す挑戦的な研究である。完全な個体情報
の把握は、多面的な科学研究の可能性を担保し、得られる成果は小個体群の保全策の策定に寄与
する。なお再導入にあたっては導入先の本種に関わる生物間相互作用の研究も事前から実施す
る。 
現在（2019年当時）、南大東島には、COI領域、SSR領域、MHC領域について解析を終えた個
体が、メスオスともに約 180個体生息している。これらの個体の中から、遺伝情報に基づき、互
いに遺伝的距離が遠いものから近いものまでが含まれるようにメスオスそれぞれ 5 個体 (合計
10個体)を選抜し、北大東島に再導入する。導入する個体は、すべて足環で標識し、個体の位置
を確実に把握できるように VHF電波発振器を装着する。導入後、形成されたつがいのメスオス
の遺伝的類似度を評価する。近交弱勢が生じているかどうかを評価するために、繁殖状況を詳細
に追跡し一腹卵数、孵化率、巣立ち率、雛の体重などを解明する。生まれた雛は、全て捕獲、標
識し、採血を行い、遺伝情報を得る。巣立ち後の生存状況を確認するため、放鳥個体と同様に
VHF電波発振器や GPSデータロガーを装着し、確実に追跡し分散経路と分散先を明らかにする。
分散個体が、つがいを形成した場合には、つがいの遺伝的類似度を明らかにする。北大東島には、
すでに巣箱を設置しており、導入個体や新規定着個体の巣場所は整っている。 
 
２．研究の目的 
本研究の当初の目的は、離された海洋島である北大東島に亜種ダイトウコノハズクを再導入す
ることであった。その上で少数の親個体、その繁殖において生産される世代もすべて完璧に追跡
し、新たに成立する個体群内での配偶者選択、近交弱勢の様相、生活史形質など、生態と行動に
ついて詳細に解明することであった。その上で遺伝的多様性が低下した鳥類の小個体群を遺伝
的に管理するための基礎情報を得ることを目的とした。しかし再導入は達成できなかったため、
亜種ダイトウコノハズクが絶滅せずに生息し続けている南大東島において、再導入と再導入後
に有用な情報をさまざまな観点から収集することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
調査は南大東島に設置されている巣箱を 2-8 月まで定期的に見回り、初卵日、一腹卵数、孵化
数、巣立ち雛数を確認した。繁殖経過を追跡する巣に関しては確実に繁殖しているオスとメスを
捕獲し、番号付き金属足輪で標識し、カラー反射テープを個体に特徴的な色の組み合わせで装着
し、以降は捕獲することなしに個体識別ができるようにした。また捕獲時には形態計測、採血を
行なった。巣立ちが近いヒナについても同様に処置をした。巣立ちの翌年以降は島内を踏査して
足輪付き個体を目視し足輪の色を確認した。繁殖個体に関しては繁殖分散先、ヒナに関しては出



生地分散先が明らかになる。広告声は島内のすべての個体の鳴き声を収集するように努めた。こ
れによりオス親の声と息子の声、娘のつがい相手の声と父親の声の比較が可能になり、鳴き声に
よる近親交配回避の可能性を探ることができる。GPSによる個体の追跡、ビデオ撮影により親に
よって仔に運ばれる餌内容も確認した。 

 
４．研究成果 
本研究はコロナ禍とともに 2020 年に開始された。そのため調査期間の大半が南北大東島への
渡航が制限される状況にあった。野外調査を主とする本研究に大きな痛手となり、亜種ダイトウ
コノハズクの南大東島から北大東島への再導入は実施できなかった。しかしながら渡航制限が
緩和されたタイミングで少数の学生たちが南大東島に移動することができた。ワクチン接種を
島で行うことなどをしつつ感染拡大防止に心がけ調査を実施した。学生たちの努力により来る
べき再導入に向け、南大東島における亜種ダイトウコノハズクの生態に関する情報を集積する
ことができた。また北大東島における亜種ダイトウコノハズクの不在を確認することができた。 
2020-2023 年まで繁殖成績に関する情報を得た。この様な情報は将来の再導入先である北大東
島おいて繁殖を始めるつがいの状態を評価するのに役立つ。産卵に至った巣で繁殖するほぼす
べての親個体を捕獲し、色足輪で標識、形態計測、採血、遺伝解析を行った。このような情報も
再導入個体群を評価する上での基礎情報となる。 
2020 年度は、南大東島個体群において、モニタリング巣で繁殖しているオスとメスがどのよう
な形質を持っているのかを検討した。遺伝的に遠いオスとメス、体の大きさが似るオスとメスが
つがいを形成する傾向が認められた。再導入を実施する際に、創始個体としてどの様な形質を持
つ個体を選抜すべきかについての情報が得られた。2021 年 2-3 月に南大東島中を踏査し、前年
の 2020 年以前に色テープで標識した繁殖個体の存否、巣立った雛の生き残りを確認した。個体
数が多い南大東島における亜種ダイトウコノハズクの生存率が新たに形成される再導入個体群
の状態を評価する上で役に立つ。 
2021 年度は、106 巣で産卵を確認し、86 巣で少なくとも 1個体の雛が巣立った。繁殖の失敗
は、繁殖個体の消失や原因不明の放棄、人為的に移入されたネコやイタチによる雛の捕食であっ
た。雛が捕食に遭遇しないための対策は施しているが、不測の事態に遭遇した。北大東島への再
導入では、哺乳類がアクセスできないように周囲の樹木の位置など配慮したうえで巣箱を設置
する。2021 年度もモニタリング調査を行っている巣で繁殖した親個体のすべてを捕獲し、形態
計測、色足輪での標識、採血、遺伝解析を行った。育雛中の 8つがいのメスとオスに GPS データ
ロガーを装着した。本種は樹林性の種とされるが、樹林地、畑、並木、民家など様々な環境を利
用した。環境の利用様式にも個体差があり、幅の狭い並木沿いに広く行動圏を持つつがい、反対
に孤立した小面積の樹林地だけで行動するつがいなどが認められた。行動圏の面積は 1.7-
32.8ha と個体差が大きいことがわかった。行動圏利用の融通性の大きさが、亜種ダイトウコノ
ハズクを樹林地面積が狭く畑が優占する環境においても個体群を維持させているのであろう。
ヒナ数や給餌頻度は行動圏の面積とは関係していなかった。行動圏の面積や形は周囲の個体と
の関係や餌動物の生産性によって決定されること推察された。再導入後に個体数が環境収容力
に近い数まで増える段階ではつがい間に干渉は生じないと思われる。メスの行動圏はオスより
も広く、餌を集め育雛を分担し、オスは狭くなわばり防衛の役割を果たした。2022 年 2-3 月に
も前年までに足輪をつけた個体を徹底的に探索した。その中から両親が判明している 82 個体の
オスを含め、435 個体のオスの鳴き声を分析した。父親と息子で検討した 11 個の声紋成分のう
ち 7つで有意に高い相関を示した。親子回帰分析とランダムに親子を組み合わせる解析により、
オスの鳴き声は遺伝形質であることが示唆された。出生地分散先が特定できた娘の配偶相手の
オスとメスの父親の広告声のユークリッド距離として算出した類似度は遺伝的な父子間よりも
大きいことがわかった。メスのヒナは繁殖可能になった時点で父親とは異なる広告声のオスを
配偶者として選択することで近親交配を回避している可能性が示唆された。なおマイクロサテ
ライト解析で判明した婚外仔の声紋成分は育ての父親からかならずしも大きく外れず、つがい
外交尾においても広告声を用いたメスによるオスの配偶者選択が機能している可能性が示唆さ
れた。南大東島では異なる遺伝的形質を持ったメスオスが配偶することが判明しており、メスは
配偶者相手の鳴き声を避けることで近親交配を回避していると推察された。亜種ダイトウコノ
ハズクが南大東島から北大東島に自然に分散しているかどうか調査した。北大東島では亜種ダ
イトウコノハズクは確認されなかった。予備的な研究として北大東島において亜種ダイトウコ
ノハズクが生息可能な樹林地を評価してきた。北大東島には 50 つがい程度が繁殖できる可能性
がある。沖縄島周辺には 30 つがい程度でも個体群が維持されている小島嶼があることから北大
東島でも遺伝的な管理を念頭に再導入を行えば、個体群が維持される可能性があると推察され
る。 
2022 年度は、114 巣で産卵を確認し、81 巣で少なくとも 1個体のヒナが巣立った。繁殖の失敗
の要因で注目すべきことは、13 巣で一腹卵が孵化せず、6巣で一腹ヒナが全滅したことである。
南大東島では、出生地分散の性差による近親交配の回避は機能している。しかし孵化失敗とヒナ
死亡の要因には、近交弱勢の可能性が疑われる。これは隔離小個体群に共通する問題である。メ
スの個体数は減少に転じていることが明らかになった。南大東島の個体群は 2006 年に急激な個
体数の減少を経験している。そのため確率的な絶滅の可能性を考慮にいれた個体群の保全策が
必要である。亜種ダイトウコノハズクがかつて生息していた北大東島への再導入は、絶滅のリス



ク分散の観点から個体群維持のために適切な方法であることがさらに補強された。本年も北大
東島では亜種ダイトウコノハズクは確認されなかった。 
2023 年度は南大東島においてヒナに与えられる餌の解析と亜種ダイトウコノハズクと共生す
るウモウダニの挙動についての解析を重点的に実施した。亜種ダイトウコノハズクが育雛期の
ヒナに与える餌はアシダカグモ、ゴキブリ、ヤモリ、バッタ、ガ、ムカデ、トンボ、カマキリ、
ナナフシの 9つに区分できた。給餌回数はヒナが空腹状態にある日の入り後 1時間が最も多く、
その後減少するが、日の出前に再び回数が増えた。餌の多様度指数は時間帯ごとに異ならなかっ
たが、ヤモリについては日の入り後に加え、日の入り前に多くなる傾向が認められた。亜種ダイ
トウコノハズクにはウモウダニ上科もしくはナミウモウダニ上科の種が共生している。ウモウ
ダニは宿主特異性があるとされることから海洋島の固有亜種ダイトウコノハズクのウモウダニ
についてもモニターを続けることがウモウダニの保全にも重要である。亜種ダイトウコノハズ
クのメスはオスよりも多くウモウダニを保有していた。鳥の齢や体調、繁殖成功とウモウダニの
保有数に関連は見出されなかった。つがいのメスとオス間でウモウダニの保有数は類似しなか
ったが、母親のウモウダニの保有数が多いとヒナの保有数も多いことがわかった。抱雛期の母親
からヒナへの垂直伝播の結果であることが示唆された。ウモウダニは亜種ダイトウコノハズク
の体調に悪影響を与えていなかった。本年も北大東島において亜種ダイトウコノハズクが生息
可能と判断される樹林地を踏査したが、北大東島では依然として確認されることはなかった。 
南大東島における亜種ダイトウコノハズクの研究は、2001 年に開始され四半世紀を経過する。
これまでに集められた個体群に関する様々な情報は、進化生物学研究に大きく寄与する可能性
を持つ。希少な個体群としての重要性と科学的な重要性を併せ持つ亜種ダイトウコノハズクを
保全し、さらに進化生物学的研究を推進させるため、北大東島への亜種ダイトウコノハズクの再
導入を一刻も早く実現させることが重要である。 
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